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床：擬岩仕上

床：擬岩仕上

床：擬岩仕上
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床：擬岩仕上
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既存：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し　防塵塗装

排水側溝W150排水側溝W150

観覧通路

風除室

■ライオン側2F　 部分

■ライオン側ｼｭｰﾄ部分

■ライオン側ｼｭｰﾄ排水側溝
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■ﾗｲｵﾝ展示室排水側溝

ﾋｰﾃｨﾝｸﾞｴﾘｱ

45470

既存:擬岩仕上
修繕:既存目あらしの上勾配調整(1㎡程度)
　　(樹脂ﾓﾙﾀﾙ10～0㎜程度)

既存:ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し　防塵塗装
修繕:既存目あらしの上図示方向へ勾配調整(樹脂ﾓﾙﾀﾙ20～0㎜程度)

既存:ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し　防塵塗装
修繕:既存目あらしの上図示方向へ勾配調整(樹脂ﾓﾙﾀﾙ50～0㎜程度)

既存:ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し　防塵塗装
修繕:既存目あらしの上図示方向へ勾配調整(樹脂ﾓﾙﾀﾙ20～0㎜程度)

既存:ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し　防塵塗装

既存合わせｶﾞﾗｽt8+8

擬岩天端

円山動物園カバ・ライオン館床修繕業務

修繕概要図(参考)

業務名

図面名 縮尺

2階ﾚﾍﾞﾙ 平面図

図面番号

札幌市環境局円山動物園

750 750

φ470ｱｸﾘﾙ板t25新設

ﾗｲｵﾝ展示室2ﾊｲｴﾅ展示室1
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■排水用穴あけ
φ50、L200程度

ｷｰﾊﾟｰ通路

ﾗｲｵﾝ展示室1

展示室床仕上(砂)

断面詳細図

2,752 3,998

修繕:既存目あらしの上図示方向へ勾配調整(樹脂ﾓﾙﾀﾙ20～0㎜程度)

■ハイエナ側　 部分

修繕：既存目あらしの上樹脂ﾓﾙﾀﾙ(20～0㎜程度)

既存:擬岩仕上
修繕:既存目あらしの上勾配調整(1㎡程度)
　　(樹脂ﾓﾙﾀﾙ10～0㎜程度)

■ﾊｲｴﾅ展示室排水側溝

ﾗｲｵﾝ側ﾊｲｴﾅ側

※委託者と協議・調整しながら施工し、
　必要に応じて擬岩部分のはつりを行うこと

※委託者と協議・調整しながら施工し、
　必要に応じて擬岩部分のはつりを行うこと

■ﾗｲｵﾝ展示室覗き穴

既存:合わせｶﾞﾗｽt8+8(枠:溶融亜鉛ﾒｯｷ)
修繕:既存の上にｱｸﾘﾙ板新設(φ470厚さ25㎜)
※新設ｱｸﾘﾙ板については、型取りを行う等、既存部分との間隙をなくすこと
　また、ﾗｲｵﾝが触っても取り外されないよう、
　委託者と協議の上、強固に接着固定させること

■ライオン側1F　 部分の床面積2/3程度＋ﾍﾞｯﾄﾞ

既存：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し　防塵塗装

■ハイエナ側ｼｭｰﾄ排水側溝

修繕：既存目あらしの上樹脂ﾓﾙﾀﾙ(50～0㎜程度)

既存：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し　防塵塗装

■ハイエナ側ｼｭｰﾄ部分

修繕：既存目あらしの上樹脂ﾓﾙﾀﾙ(20～0㎜程度)

【特記事項】

1)動物がいるため、ﾗｲｵﾝ側、ﾊｲｴﾅ側の同時作業は不可。

　委託者が勾配の承諾をした場合、動物を移動させるので、
　動物移動完了後にﾊｲｴﾅ側の作業に着手すること。

　ﾗｲｵﾝ側の作業終了後、委託者が散水を行い、水勾配を確認する。

　委託者の承諾を以って作業完了とする。

2)資機材の搬出入及びﾓﾙﾀﾙ打設時等に必要となる車両について、

　9：30までに退場するか、17：00以降に退場させること。
　ただし、休園日である8月23日、9月13日及び27日を除く。

　9：30～17：00の間は原則、園路の通行不可。車両を入構させる場合は、

　なお、ﾗｲｵﾝ側、ﾊｲｴﾅ側それぞれの勾配調整については、

　また、動物専門員の出勤状況によって、その日の作業内容を限定する

3)施設内において動物専門員の作業動線と重なる場合は、動物専門員の
　作業を優先させること。

　場合がある。


